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「とちぎ食品安全フォーラム」「食の安全地域フォーラム」開催、その他状況に応じ、学習会・研修会などを実施します。

消費者被害の啓発活動をひきつづき行い、「地方消費者グループ・フォーラム」栃木県開催の準備をすすめていきます。
特定適格消費者団体の研究、調査をすすめます。また、県との意見交換会開催や、宇都宮市消費者団体連絡会に参加し
ます。栃木県の委託事業「とちぎ消費者カレッジ」を昨年に引き続き開催します。( 宇都宮共和大学、栃木県農業大学校、
国学院短期大学栃木、宇都宮大学、作新女子短期大学にて開催予定です )

・適格消費者団体や消費者団体訴訟制度等について調査や学習をすすめました。
・「栃木県における消費者行政の取り組みと今後の消費者行政」について、県と意見交換を行いました。また、県内 11 市
の市長を訪問して消費者条例策定の要請を行い、複数の市で条例制定について検討されています。

・ 3 月に栃木県と共催で特別講演会を開催。消費者庁長官・阿南久氏を講師にお迎えし「消費者行政と消費者団体の役割
と課題」をテーマに行いました。158 名が参加し「消費者庁の取り組みや、消費者団体の役割がよく分かった」などの
アンケートをいただきました。

・栃木県の委託を受け「とちぎ消費者カレッジ」を開催しました。若者への消費者被害防止の啓発として、大学など 11
会場で開催。688 名の参加があり、若者への消費者教育の大切さを実感しました。毎年行っている消費者シンポジウム
は「その時親は ! ～スマホ時代のネットトラブル　こんな落とし穴にご用心～」をテーマに開催しました。

一橋大学大学院教授 寺西俊一氏を講師に「子どもたちに原発のない未来を残すために、～ドイツに学ぶ地域からのエネル
ギー転換～」をテーマに学習会を開催し、現代の大人が背負っている未来に対する責任について、考える機会となりました。

東日本大震災を受け「1997 年締結・災害時における応急生活物資供給等に関する協定書」について県と協議を進め、
2014 年 4 月に改定し締結しました。毎年参加している県と行政主催の総合防災訓練では、2013 年度「栃木県・足利市総
合防災訓練」に参加しました。

・行政が開催する会議へ参加し、行政委託事業や訓練・各種イベントへの参加と支援 ( 栃木県総合防災訓練、うつのみや
エコ・もりフェア、ECOテック＆ライフとちぎなど )、協働活動を進めます。また、JAを中心とする協同組合連携の継続、
他団体との協働連携活動 ( 労福協、栃木市子育てネットワークなど ) をすすめます。
・栃木県くらし安全安心課との意見交換会、県議会会派との懇談、報道代表者懇談や新年賀詞交換会を開催し、生協の
理解促進と、期待されることについて交流していきます　

「社会保障制度改革」で何が変わるのか？～利用者にとって留意すべきこと～・服部メディカル研究所所長　服部万理子氏、
「地域の有償ボランティア・おたがいさま活動」について・コープしまねアドバイザー毛利敬典氏をそれぞれ講師にお迎
えし学習会を開催しました。地域で支え合い共に生きて行くための制度改革や、つながりづくりについて学びました。

2014 年度は、第五次中期計画 2013 年度の活動を踏襲し、生協連に求められる機能を発揮できるよう取り組みます。

●食の安全安心
県と市へのパブリックコメント
「第二次宇都宮市食品安全推進計画 ( 案 )」、「平成 26 年度
栃木県食品衛生監視指導計画 ( 案 ) に対し、パブリックコ
メントを提出しました。食の安全ネットワークとしては、
県と共催で「とちぎ食品安全フォーラム」を 2 回、「食の
安全地域フォーラム」を 3回開催しました。

とちぎ食品安全
フォーラム

（県内生協を代表する地域諸団体・行政機関との協働連帯と渉外活動）
・行政機関の委員会、審議会をはじめとし、友誼団体の機関会議など 44 の会議に参加しました。
・震災後３年ぶりに報道代表者との懇談会を開催し、互いの理解を深めました。毎年行っている新年賀詞交換会では、栃
木県知事をはじめ、国会議員、県議会議員の方にもご列席いただき、生協の活動をご理解いただく場となりました。
・食と農をつなげる会では、JA 栃木女性部会と地域生協の組合員
理事等で交流会を行いました。

・行政主催の場に参加しました。「ECO テック＆ライフとちぎ」で
のアンケートの結果は、生協連ブースの評判が一番でした。

東京電力福島第一原子力発電所事故から 3 年以上が経過しました。被災者の集う場「お茶会」を定期的に開催し、長引く
避難生活の中、一瞬でも気が休まり、ほっとできる場の提供を続けました。

2012 年の協同組合年実行委員会を引き継ぎ「協同組合連絡会」としました。12 月に協同組合交流会を開催し「ICA、協同
組合の 10 年後に向けた計画」について学び、各団体から報告を行いました。


